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研究成果の概要（和文）：中国では589年に隋が陳を滅ぼして中国を統一し、隋唐が中国の正統王朝としての地
位を確立する。しかし、日本では7世紀にはまだ朝鮮諸国を介して南北朝にもさかのぼる重層的な大陸文化を摂
取しており、大宝元年（701）の大宝律令を境としてようやく体系的な唐の制度を取り入れ始めたということ
が、近年の日本史の研究者のなかで言われるようになっている。そのような事実の一つとして、『周礼』型とい
われる藤原京から唐長安城型といわれる平城京への都城プランの変化がある。本研究はこうした東アジアの文化
的多様性の淵源が３世紀以降の東アジア世界における文化的中心の拡散と多元化にあることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In 589, the Sui overthrew the Chen and unified China, and the Sui-Tang 
established its position as China’s legitimate dynasty. But in recent years some researchers of 
Japanese history have been saying that in the seventh century Japan was still absorbing, via the 
countries on the Korean peninsula, a multilayered continental culture going back to the Northern and
 Southern Dynasties, and that it was only with the Taiho Code (Taiho ritsuryo) completed in 701 
(Taiho 1) that Japan finally began to incorporate the systematic institutions of the Tang. One fact 
indicative of this is changes in the plans for capital cities, to be seen in the shift from 
Fujiwarakyo , said to have followed the Zhouli model, to Heijokyo, said to have followed the model 
of the Tang city of Chang’an. This study shows that the origins of this cultural diversity in East 
Asia lay in the diffusion and multipolarization of cultural centres in the East Asian world from the
 third century onwards.
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１．研究開始当初の背景 
(1)本研究の着想は、2016 年年 2 月に学振の
研究成果公開促進費を受けて『中国古代都城
の設計と思想―円丘祭祀の歴史的展開―』
（勉誠出版）を執筆するなかで、藤原京から
平城京への遷都に興味をもったことにある。 
 
(2)この遷都の意味については日本史や日本
考古学の分野で様々な議論がおこなわれて
おり、７世紀の日本文化と中国・朝鮮の関係
のあり方を見直す大きなきっかけになって
いる。このことを東アジア世界全体の問題へ
と広げ、7 世紀東アジア世界の文化的多様性
とその淵源を明らかにすることを目指した。 
 
 
２．研究の目的 
(1)本研究はヨーロッパの３世紀から８世紀
までを「古代末期（Late Antiquity）」とす
る考え方をヒントに、東アジアの３世紀から
７世紀をそれに相当する独特の性格をもっ
た時代として捉え直することを目指した。東
アジア史の「古代末期」を想定することは、
今日の中国史研究にとって次のような意味
がある。 
 

(2)第一に、ヨーロッパとの共時性を見いだ
すことで、西洋史学との対話を可能にする。
研究が細分化した今日においては、中国古代
史の研究者が西洋史の研究者と対話するよ
うな機会はほとんどない。本研究は当時のヨ
ーロッパとの共時性を考察することにより、
中国古代史研究にもう一度世界史的な視野
を開こうとする。 
 
(3)第二に、新しい東アジア史の可能性を開
拓することである。東アジア史の理論につい
ては、すでに西嶋定生の冊封体制論があるが、
冊封体制論は東アジアにおける国際関係の
構造を明らかにしたものであって、総体とし
ての東アジア世界のダイナミズムを把握す
るのに十分ではない。本研究では漢帝国崩壊
以後の秩序の再建は、漢の影響を受けた東ア
ジアの諸民族や新開地によってそれぞれ主
体的に担われるようになったという認識の
もとに、冊封体制論とは異なる東アジア世界
の歴史叙述を目指した。 
 
(4)第三は、中国史の新たな捉え直しを提起
することにある。従来の 10 世紀までを古代
とする考え方には東アジアの視野があるが、
３世紀以降の中国に生じた民族や宗教の問
題が軽視されている。一方、３世紀以降を中
世とする考え方は対象が中国に特化されて
おり、東アジア全体を含む視野に欠ける。本
研究は３世紀から７世紀を独自の時代と位
置づけることで、こうした従来の時代区分論
の限界を超えることを目指した。 
 
 

３．研究の方法 
(1) 当該時代の歴史を研究する国内外の中
国史・日本史の研究者による研究チームを組
織し、①隋唐文化の歴史的性格、②７世紀の
唐と朝鮮・日本、③南朝文化と東アジア、④
「古代末期」論などをテーマに研究会を重ね、
議論を深めた。 
 
(2)国内で問題意識を共有するため、国際シ
ンポジウムを開催した。また国内の学会で研
究発表をおこなったり、論文を発表したりす
ることを通じて研究を進展させた。 
 
(3)海外の研究者と問題意識を共有するため、
積極的に海外の国際学会に参加して研究発
表をおこなったり、論文を発表したり、講演
をするなどした。 
 
 
４．研究成果 
(1)「古代末期」論を参考としつつ、７世紀
の東アジアの各地域に展開した中華文明の
多様性を、中心と周縁、先進と後進の差異と
してではなく、漢帝国以後の中華文明の広が
りと多元化、多様化の帰着としてとらえる研
究をおこなった。この研究では東アジア世界
が多元化、多様化していく画期を皇帝の称号、
遊牧社会とのかかわり、仏教の広がりなどの
面から検討し、383 年の淝水の戦いが特に大
きな画期となっていることを明らかにした。
そしてその成果を山川出版社の「歴史の転換
期」シリーズの第 2巻、南川高志編『失われ
た古代帝国の秩序』（2018 年 6 月刊行）の第
4章「漢帝国以後の多元的世界」にまとめた。
本論では淝水の戦いが、中国の一元的な支配
による統一の最後の試みであり、東アジア世
界が多元的な世界へと変容していく転機で
あったことを明らかにし、ヨーロッパにおい
てローマ帝国の後退が決定的となった378年
のアドリアノープルの戦いに相当する世界
史上の画期であったことを示した。 
 
(2)研究分担者、研究協力者と協同し、東京
大学で国際シンポジウム「中国中古代史像の
再検討」を開催し、80 名近い研究者の参加を
得て成功を収めた。本シンポジウムの成功に
ついては「2016 年の歴史学界―回顧と展望
―」（『史学雑誌』126 編 5号、2017 年）の「魏
晋南北朝」の項目で「佐川によって魏晋南北
朝時代の歴史的意義を世界史的視座で以て
問い直す時が来ているという問題提起がな
され、次いで貴族制・賤民制・空間及び時間
の価値意識に関わる個別報告と、論議が行わ
れた。評者はここに、先学の提起を承けて一
九七〇年前後生まれの研究者による「再検
討」が始まったという、画期とも表現すべき
印象を受けた」（198 頁）と評された。 
 
(3)中国と日本の都城制について研究し、中
国では魏晋南北朝時代に北朝系都城と南朝



系都城に分化したこと、そして藤原京は南朝
系都城の系譜に、唐長安城や平城京は北朝系
都城の系譜に位置づけられることを明らか
にした。この成果を国内外の学会発表や講演、
論文などを通じて発表した。 
 
(4) 以上の研究を多面的に検証し発展させ
ていくため、新たに韓国古代史の専門家とし
て獨協大学の小宮秀陵講師を研究分担者に
加え、また国内外の中国史・日本史・西洋史
の研究者の協力を得て、平成３０年度～平成
３４年度科学研究費補助金基盤研究(B)「東
アジア史における「古代末期」の研究」を申
請し、採択を得た（課題番号：18H00720、研
究代表者：佐川英治）。 
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